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共同アピール 
 
私たちは、「新しい公共」を、今まで行政が担ってきた公共サービスを民間に

肩代わりさせるもの、といった安易な見方を排し、地域の個性を活かしながら、

市民が真に必要とするものを、市民が自ら実現していく自治的な動きととらえ

ます。そして、常に対等な立場での議論をとおして、お互いの立場の理解に努

めながら、共に次の取り組みを進めていきます。 
 
１ ＮＰＯ／ＣＳＯ、企業、行政等のそれぞれの主体が連携して、「新しい公共」

を創り上げていきます。 
 
２ ＮＰＯ／ＣＳＯは、多くの市民の参画により自己変革を行い、多様な財源

の確保による財政的な自立をめざし、「新しい公共」の担い手の一つとしての

責任を自覚します。 
 
３ 行政は、情報を積極的にオープンにし、現場に足を運び、現場の声に耳を

傾け、地域の様々な主体とのパートナーシップによる地域づくりを目指しま

す。 
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